
北海道教育委員会

情報モラル教育 編



情報モラルとは

【情報モラル教育の必要性】
携帯電話・スマートフォンやソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス（SNS）が子供たちにも急速に普及する中で、児童
生徒が自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任を持つとと
もに、犯罪被害を含む危機を回避し、情報を正しく安全に利用
できるようにするため、学校における情報モラル教育は極めて
重要です。

【情報モラルとは】
情報社会で適正に活動するための基となる考え方や態度
※小学校・中学校・高等学校及び特別支援学校の学習指導要領解説総則編及び道徳編）

【参考】「教育の情報化に関する手引（追補版）令和２年６月」（文部科学省）

なぜ必要なの？



【小学校・中学校・高等学校学習指導要領】
各学校においては、児童又は生徒の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力

（情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育
成していくことができるよう、各教科・科目等又は各教科等の特質を生かし、教科等
横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。

【特別支援学校小学部・中学部・高等部学習指導要領】
各学校においては、児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を考

慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学
習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科・科目等又は各
教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。

情報モラル教育の扱いは、学習指導要領ではどうなっているの？

学習指導要領における「情報モラル」の記述

つまり、一部の教科だけで扱うのではなく、学校を挙げ
て体系的に取り組む必要があることが分かります。

【参考】「教育の情報化に関する手引（追補版）令和２年６月」（文部科学省）



・他者への影響を考える。
・人権、知的財産権など自他の権利を尊重する。
・情報社会での行動に責任をもつ。
・犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利用できる。
・コンピュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解する。

・情報発信による他人や社会への影響について考えさせる。
・ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味について考えさせる。
・情報には自他の権利があることを考えさせる。
・情報には誤ったものや危険なものがあることを考えさせる。
・情報セキュリティの重要性とその具体的対策について考えさせる。
・健康を害するような行動について考えさせる。

情報モラルを身につける学習活動

児童生徒に情報モラルを確実に身に付けさせるために

具体的には

学習活動

従来の授業の中に情報モラルの視点を持った
学習活動を取り組むことが必要

一回説明するだけではなく、各教科等において指導するタイミン
グをうまく設定するなど、繰り返し指導することが大切です。

【参考】「教育の情報化に関する手引（追補版）令和２年６月」（文部科学省）



学校や教師は、情報技術やサービスの変化や、児童生徒のインターネットの使い方の変化に
係る最新の情報の入手に努め、それに基づいた適切な指導に配慮することが必要です。

インターネット上に発信された情報は基本的には広く公開される可能性がある、どこかに記録
が残り完全に消し去ることはできないといった、情報や情報技術の特性についての理解に基づく
情報モラルを身に付けさせることが重要です。

情報技術の特性と情報モラル

情報モラルの大半が日常モラルであり、それに情報技術の基本的な特性を理解させることで
問題の本質を見抜いて主体的に解決できる力を身に付けさせることが重要です。

情報モラル＝日常モラル＋情報技術の特性

的確に判断する力＝危険を避ける知識＋情報社会の特性の理解

メールサーバー メールサーバー

メールを送信

メールを
取りに行く

メールを受け取る

メールを転送する

なぜ、情報技術の特性の理解が必要なの？
例えば、メールは送信者から受信者へ直接送られるの

ではなく、サーバーを経由することを知ることで、情報
モラルやセキュリティの必要性が実感しやすくなります。

サーバー上にいつまでも残ったり、
悪意のある第三者が見たりする可
能性もあります。

【参考】「教育の情報化に関する手引（追補版）令和２年６月」（文部科学省）



情報モラル教育の視点

【児童生徒に関する視点】
①インターネットやSNS、ゲーム等に依存する。
②相手とのやり取りで問題を起こす。
③自分が被害者や加害者になる。

【情報モラル教育に当たり教師が持つべき知識】
①インターネット上で起きていることに関する知識
②法令の知識
③問題への対処に関する知識

情報モラルについては、複雑で多様な問題があるように見えますが、
その要因や結果を整理すると次の視点に整理できます。

【情報モラル教育における家庭・地域との連携】
・学校主催のオープンスクール
・PTA主催の総会や各委員会での勉強会
・地域の家庭教育講座
・教育委員会主催の研修会
・情報モラルの専門家の講演会
・スマートフォン等に関する講演
・NPOや携帯電話事業者、警察などの出前講座 など

児童生徒に対して、今、ど
の視点により指導する必要
があるかということを考え
て取り組むことが必要です。

【参考】「教育の情報化に関する手引（追補版）令和２年６月」（文部科学省）



ウェブページコンテンツの活用

・動画教材（YouTube）
・概要資料（教師用）
・指導の手引き
・ワークシート

文部科学省「情報モラルに関する指導の充実」ページを活用して
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1368445.htm

数多くの動画教材（１
分～10分程度）があり
ますので、ワークシー
トを活用しながら、動
画を閲覧するなどの授
業展開が考えられます。



ウェブページコンテンツの活用

キッズサイトも
用意されています。

総務省「国民のための情報セキュリティサイト」を活用して
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/seculity/

Wi-Fiの安全な利用、ス
マートフォンセキュリ
ティなど必要な情報が
掲載されています。

情報セキュリティ関連の技術、
法律など、情報モラル教育に
当たり教師が持つべき知識の
習得に活用できます。



ウェブページコンテンツの活用

北海道教育委員会「ネットトラブル未然防止」
http://www.dokyoi.pref.Hokkaido.lg.jp/hk/ssa/net/net.htm

啓発資料
指導資料

ネットトラブルに
関する相談窓口

教職員向け
保護者向け資料



ウェブページコンテンツの活用

NHK for School「スマホ・リアル・ストーリー」を活用して
https://www.nhk.or.jp/school/sougou/sumaho/

先生モードOFF

先生モードON

放送リストを
チェック

動画再生
10分

指導案 ワーク
シート

指導案やワー
クシートを参
考に授業をデ
ザインするこ
とができます。



メールやSNSに関係するトラブルの原因のひとつに、文字によるコミュニケー
ションの難しさがあると言われています。

文章（文字情報）だけでは互いの意図が正確に伝わらず、誤解を生じやすいた
めです。

自作教材の活用

児童生徒がこのことを学習する際、実際に学習活動の中で体験することで教育
効果が上がる可能性があります。

ここでは、児童生徒がメールやクラウドサービスを活用して、文章（文字情
報）を相互に送信しながら、意思の疎通を図っていく教材の一例を紹介します。

メールやSNS等のトラブル



詐欺、架空請求など様々なトラブルについ
てコンピュータ上で疑似体験できる教材を
授業の一部に取り入れることも効果的です。
（児童生徒が自ら画面操作をするため、現
実感が高まります。）

自作教材の活用

Ａさんはシートに描かれた図形を、文
章だけでＢさんに伝えます。（Ｂさん
が図形を再現できるように）

Ａさん Ｂさん

Ｂさんは、Ａさんからの文章をもと
に、図形を再現してみます。疑問が
あればＡさんに文章で質問します。

メールやクラウ
ドサービスを
使って、相互に
文字（文章）で
コミュニケー
ションする。

？
？

この体験から、文字情報をもとに図形
を再現するのは想像以上に難しいこと
が分かります。相手の顔が見えない
メールと顔を合わせての会話との違い
を理解し、メールやSNSなどが相手に与
える影響について考えるなどの学習活
動を行なうことができます。



情報モラル教育（ICT関連情報リンク）

道教委「ICT活用ポータルサイト」に、情報セキュリティ・情
報モラルに関するリンク集がありますのでご活用ください。



ICT活用ポータルサイト
http://www.dokyoi.pref.Hokkaido.lg.jp/hk/ict/
北海道教育庁ICT教育推進局ICT教育推進課

「ICT活用ミニハンドブック」について

・このミニハンドブックの内容は、アプリケーション等を使用する際に
最低限必要となる機能に絞って説明するものになっています。
（すぐに使ってみたい時に役立つように）

・これ以上の機能等について知りたい場合は、書籍やウェブ上の情報を
参照してください。

・授業におけるICTに活用に関する情報は、ICT活用ポータルサイト内の
授業モデル等を参照してください。

・アプリケーションのバージョンアップ等に伴い、メニューや機能が
変更になる場合があることをご了承ください。


